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焼
森
山
ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
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春
2015

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
茂
木
町
の
焼
森
山
に
群
生

し
て
い
る
ミ
ツ
マ
タ
が
満
開
の
時

季
を
迎
え
ま
す
。

　

ミ
ツ
マ
タ
は
枝
が
３
本
に
わ
か

れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
き
、

樹
皮
は
紙
幣
の
原
料
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
２
、３
メ
ー
ト
ル
に
育
っ

た
自
生
木
が
、
沢
沿
い
に
両
側
の

斜
面
と
遊
歩
道
を
約
３
千
㎡
に

渡
っ
て
埋
め
尽
く
し
、
直
径
４
㎝

ほ
ど
の
無
数
の
淡
い
黄
色
の
花
が

辺
り
一
面
に
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ

ま
す
。

　

ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
へ
の
道
案
内

は
「
い
い
里
さ
か
が
わ
館
」
を
拠

点
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。



第194号 平成27年4月27日（2）

新
春
研
修
会
開
く

女
性
部
会

子
供
の
た
め
の
大
人
の
意
識
改
革

青
年
部
会
長　

秋
山
康
雄

　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日
真
岡
青

年
会
議
所
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
、
所
長

の
鎌
田
敏
氏
を
む
か
え
、「
元
気
父
ち
ゃ

ん
、
元
気
母
ち
ゃ
ん
に
な
る
た
め
の
七
ヶ

条
」
と
い
う
題
目
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
鎌
田
先
生
は
平
成
十
七
年
に

「
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
」
を
設
立
し
、
講

演
活
動
を
始
め
、
毎
年
二
万
人
以
上
の

方
々
に
元
気
講
演
活
動
を
配
達
し
て
い
ま

す
。

　

講
演
の
内
容
は
、
人
生
は
こ
こ
ろ
の
あ

り
方
ひ
と
つ
で
が
ら
り
と
変
わ
る
。
こ
こ

ろ
元
気
に
積
極
的
に
生
き
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
れ
が
子
ど
も
の
未
来
を
築
く

こ
と
に
な
る
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

積
極
思
考
で
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
い

か
に
大
切
で
、
子
供
に
良
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
具
体
的
に
感
じ
ら
れ
大
変
わ
か

り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
来
場
者
全
員
参
加
型
の
講
演
で
し

た
の
で
楽
し
く
か
つ
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
し
た
。
実
際
お
子
様
連
れ
で
来
ら

れ
た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

ま
た
合
同
講
演
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

女
性
部
会
・
新
春
恒
例
の
研
修
会
は
、

去
る
1
月
28
日
午
前
11
時
か
ら
「
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
」
で
行
わ
れ
、
来
賓
、
会

員
合
わ
せ
て
58
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
湯
本
真
岡
税
務
署
長
と
法

人
課
税
部
門
・
塚
原
上
席
の
2
名
を
講
師

に
迎
え
て
「
税
務
研
修
会
」
と
題
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

国
の
台
所
で
あ
る
２
０
１
５
年
度
一
般

青
年
部
会
合
同
講
演
会

新
春
研
修
会

銀
座
の
マ
マ
に
学
ぶ

「
経
営
力
、
人
間
力
」

講
師
　
白
坂
亜
紀
氏

　

二
月
六
日（
金
）午
後
四
時
か
ら
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
で
、
白
坂
亜
紀
氏
を
講
師

に
迎
え
真
岡
法
人
会
主
催
新
春
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

銀
座
の
マ
マ
で
あ
り
起
業
家
で
も
あ
る

白
坂
氏
の
講
演
は
、
大
変
魅
力
的
で
話
に

惹
き
込
ま
れ
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
内
容
は
始
め
銀
座
ク
ラ
ブ

の
歴
史
そ
し
て
、
好
か
れ
る
ホ
ス
テ
ス
さ

ん
（
接
客
）
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
、
話
題

性
、
情
報
の
収
集
（
キ
ャ
ッ
チ
）
な
ど
。

　

ホ
ス
テ
ス
さ
ん
は
個
人
経
営
者
で
ク
ラ

ブ
と
毎
月
の
売
り
上
げ
な
ど
を
契
約
し
、

そ
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
マ
マ
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
一
流
の

人
（
男
）
は
、

部
下
に
優
し
く
、

逆
境
に
強
い
、

変
化
す
る
勇
気

が
あ
る
、
そ
し

て
相
手
に
よ
っ

て
態
度
を
変
え
な
い
な
ど
。

　

最
後
に
「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
話
が
出
ま
し
た
。
真
岡
市
で
も
ミ
ツ
バ

チ
が
少
な
く
イ
チ
ゴ
の
生
産
に
影
響
が
出

ま
し
た
が
、
銀
座
で
も
ミ
ツ
バ
チ
を
育
て

自
然
保
護
活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

講
演
を
聴
い
て
経
営
者
と
し
て
の
経
営

力
、
人
間
力
の
本
質
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
又
、
時
間
を
か
け

て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
宮
支
部
長　

新
井
明

会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出
の
詳
細
や
歳
入

に
占
め
る
税
収
額
の
割
合
、
そ
の
不
足
分

を
補
う
国
債
発
行
額
の
推
移
、
ま
た
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
子
や
孫
へ
の

贈
与
優
遇
制
度
や
平
成
26
年
度
の
税
制
改

正
点
等
に
つ
い
て
約
1
時
間
に
わ
た
っ
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
研
修
会
は
新
し
い
年
を
迎
え
、

会
員
の
顔
合
わ
せ
会
も
兼
ね
て
お
り
、
終

了
後
は
別
席
に
て
新
年
会
（
食
事
会
）
を

開
催
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。



第194号（3）平成27年4月27日

第
３
回「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
発
表

１
４
５
作
品
か
ら
優
秀
作
品
３
６
点
を
表
彰

真
岡
法
人
会
長
賞
は
蛭
町
遥
香
さ
ん
（
茂
木
小
学
校
）法人会長賞　蛭町さんの作品

税務署長賞　岡本さんの作品

審
査
会
の
様
子

女
性
部
会
長
賞
　
柳
さ
ん
の
作
品

　

租
税
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
法
人
会

女
性
部
会
が
実
施
し
て
い
る
「
第
３
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
、
応
募
作
品
１
４
５

点
の
中
か
ら
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
法

人
会
長
賞
に
蛭
町
遥
香
さ
ん
（
茂
木
小
）

女
性
部
会
長
賞
に
柳
葵
衣
さ
ん（
田
野
小
）

そ
し
て
特
別
賞
の
真
岡
税
務
署
長
賞
に
は

岡
本
天
寧
さ
ん
（
田
野
小
）
の
作
品
を
選

出
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
金
賞
、
銀
賞
、

銅
賞
、
入
選
作
品
合
わ
せ
て
合
計
36
点
を

選
出
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
作
品
応
募
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
中
に
女
性
部
会
と
青
年
部
会

が
「
租
税
教
室
」
を
担
当
し
た
真
岡
税
務

署
管
内
の
５
小
学
校
（
山
前
小
、
大
内
西

小
、
田
野
小
、
茂
木
小
、
市
貝
小
）
６
年

生
児
童
の
皆
さ
ん
に
出
品
を
依
頼
し
ま
し

た
。
全
作
品
は
２
月
中
旬
に
地
元
の
大
型

商
業
施
設
に
展
示
し
た
後
、
優
秀
作
品
36

点
は
２
月
16
日
か
ら
確
定
申
告
と
個
人
消

費
税
申
告
時
期
に
合
わ
せ
、真
岡
税
務
署
・

納
税
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
左
記
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
法
人
会
長
賞
】�

蛭
町
遥
香
（
茂
木
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】�

柳　

葵
衣
（
田
野
小
）

【
税
務
署
長
賞
】�

岡
本
天
寧
（
田
野
小
）

【
金
賞
】
見
目
千
尋
、
関
真
杜
（
以
上
茂

木
小
）
田
澤
優
花
（
市
貝
小
）

【
銀
賞
】池
田
萌（
山
前
小
）飯
島
未
有（
田

野
小
）
池
上
真
人
、
川
嶋
結
愛
、
福
田
香

【日　時】� 平成 27年 6月10日（水）午前4時

【場　所】� フォーシーズン静風「静風の間」

※５月中に会員の皆様にご案内状を送付いたします。

出欠のご回報と欠席をされる場合、委任状のご提出

をお願いいたします。

第３回通常総会のお知らせ
一般社団法人真岡法人会

織
（
以
上
茂
木
小
）

【
銅
賞
】
青
柳
颯
馬
（
山
前
小
）
天
川
真

由
香
、
大
塚
悠
歌
（
以
上
大
内
西
小
）
坂

井
瀬
那
、
鈴
木
菜
奈
、
野
澤
勇
翔
（
以
上

田
野
小
）
高
久
智
永
里
、
山
﨑
ま
お
（
以

上
茂
木
小
）
安
藤
滉
太
、
福
島
雅
也
（
以

上
田
野
小
）

【
入
選
】
木
下
美
英
、
蕎
麦
田
七
海
、
服

部
真
弥
（
以
上
山
前
小
）
海
老
原
健
登
、

髙
木
美
玖
、
中
三
川
愛
弥
（
以
上
大
内
西

小
）
仙
波
日
南
子
、
平
塚
秀
都
（
以
上
田

野
小
）
入
野
好
香
、
梅
野
暖
人
、
大
森
迅

人
、
長
嶋
優
衣
（
以
上
茂
木
小
）
小
玉
大

輔
、
小
林
哲
太
、
近
藤
結
（
以
上
市
貝
小
）



第194号 平成27年4月27日（4）

女
性
部
会
長

上
野
　
洋
子

会場となった

「ヒルトン福岡シーホーク」

　
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
岡
大
会
に
参
加
し
て
　

ホームページ

芳賀地区唯一の製氷工場
株 式 会 社   湊 　 　 屋

氷販売店
益子町益子
芳美屋本店
℡ 0285-72-3123

芳賀町祖母井
いねや
℡ 028-677-0028

栃木県芳賀郡茂木町茂木 1659
ＴＥＬ 0285-63-0056　ＦＡＸ 0285-63-3099

　

去
る
4
月
16
日
、
第
10
回
法
人
会
全

国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
市
の
ヒ
ル
ト
ン

福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
に
お
い
て
全
国
か
ら

1
,
7
0
0
名
、
真
岡
法
人
会
女
性
部

は
4
名
の
参
加
を

致
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念

講
演
で
は
、
藻

谷
浩
介
氏
の
講
話
。

入
口
の
高
齢
化
、

現
役
世
代
の
減
少

に
伴
う
内
部
需
要

の
減
少
は
、
時
代

の
流
れ
が
今
の
現

状
で
、
次
代
を
担

う
子
供
達
の
為
に
、

女
性
の
力
を
発
揮

し
て
、
女
性
が
つ

く
る
日
本
と
地
域

の
元
気
を
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は「
ア

ジ
ア
の
息
吹
き
体

感
し
、
女
性
の
和

を
拡
げ
よ
う
！
」

　

福
岡
博
多
は
、
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
言

わ
れ
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
、
又
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
も

全
国
3
8
0
部
会
の
参
加
が
有
り
、
女

性
部
の
活
動
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す

と
の
全
法
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
地

域
社
会
へ
の
貢
献
、
自
己
啓
発
に
よ
る
資

質
向
上
を
感
じ
た
大
会
で
し
た
。
福
岡
の

御
接
待
、
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新 会 員 の ご 紹 介

支部 法人名 代表者名 所在地

真岡 お仏壇のきむら（個人会員） 木村義弘 真岡市並木町 1-14-5

真岡 中央警備保障㈱ 佐藤功男 真岡市田町 1700-3

真岡 ㈱青木製作所 青木圭太 真岡市鬼怒ケ丘 1-15-10

真岡 ㈱エヌケーシー 成瀬純子 真岡市上高間木 1-14-3

真岡 ㈱ナルカワ 成瀬純子 真岡市上高間木 1-14-3

真岡 ㈲アクト 日下田安夫 真岡市小林 76-1

真岡 ㈲フユウ 上野訓宏 真岡市上高間木 2-13-5

真岡 ㈲大成 秋山早智子 真岡市東大島 1401-2

真岡 ㈲ケイ・マジック 川又正信 真岡市寺内 279-1

真岡 ㈱ NSi 真岡 水沼和幸 真岡市荒町 1027-1

真岡 ㈲瀬戸建設 日下田暁則 真岡市田島 712

真岡 ㈱川上製作所 川上正博 真岡市西田井 633-1

真岡 ㈱大菊石材工業 大塚政行 真岡市小林 937-3

益子 ㈱アズプロダクツ 長尾俊介 益子町益子 2268-5

益子 ベスト交通㈱ 中山正市 益子町上山 137

益子 （宗）圓通寺 大島完之 益子町大沢 1770

茂木 ㈱近澤左官工業 近澤裕治 茂木町茂木 1911-1

茂木 サポートワンセルフ㈱ 河原保生 茂木町茂木 1451

市貝 ㈱コアテクノロジー 仁平志郎 市貝町赤羽 2363

芳賀 ㈲葵興行 永井良二 芳賀町東水沼 2830-6

� （敬称略）

平成 26年度中にご入会をいただきました事業所です。ありがとうございました。



第194号（5）平成27年4月27日

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

益
子
支
部

支
部
活
動
報
告

　

法
人
会
益
子
支
部
で
は
新
春
賀
詞
交
歓

会
を
昨
年
同
様
、
益
子
町
商
工
会
女
性
部

と
の
共
催
に
て
一
月
十
五
日
（
木
）
に
ア

プ
ロ
ー
ズ
益
子
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

真
岡
税
務
署
の
粕
谷
統
括
官
よ
り
ご
挨

拶
頂
き
、
続
い
て
「
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
〜
新

春
の
舞
〜
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
十

月
、
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
の
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ

ル
ツ
部
門
で
優
勝
さ
れ
た
地
元
益
子
町
在

住
の
柳
幸
造
・
ト
ミ
子
ペ
ア
と
、
同
じ
く

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
鈴
木

武
・
千
枝
子
ペ
ア
に
よ
る
華
麗
な
ス
テ
ッ

プ
を
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
を
行
い

法
師
人
副
町
長
、
岩
崎
県
議
等
多
数
の
ご

来
賓
の
方
々
か
ら
も
心
の
こ
も
っ
た
温
か

い
ご
挨
拶
を
頂
き
、
会
員
及
び
商
工
会
青

年
部
、
建
設
業
親
睦
会
や
、
地
元
税
理
士

の
方
々
を
交
え
、
和
や
か
な
歓
談
が
続
き

ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
地

域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
全
会
員

に
呼
び
か
け
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち

寄
り
「
福
祉
施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
趣
旨
の
も
と
、「
タ
オ

ル
一
本
協
賛
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
も
町
内
十
六
ヶ
所
に
タ
オ
ル
の
収
集

場
所
を
設
置
し
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一

日
〜
三
十
一
日
の
約
一
ケ
月
間
に
て
三
百

本
以
上
の
タ
オ
ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
は
益
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
し
、
町
内
各
福
祉
施
設
に

配
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
懇
談
会
開
催

真
岡
支
部

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
真
岡
支
部

で
は
、
去
る
三
月
十
一
日
（
水
）
午
後
四

時
か
ら
「
真
岡
商
工
会
議
所
」
に
て
、
井

田
真
岡
市
長
を
迎
え
「
市
政
の
概
要
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
真

岡
市
の
予
算
、
事
業
計
画
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
け
や
き
会
館
に
て
懇
親
会
を

開
催
し
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
員
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

会
員
親
睦
コ
ン
ペ

茂
木
支
部

　

茂
木
支
部
で
は
、
三
月
十
九
日
（
木
）、

東
ノ
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し

た
。
小
雨
の
降
り
し
き
る
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
参
加
者
は
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
関
春
一
さ
ん
。
終
了
後
、
大

瀬
観
光
や
な
に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
を

行
い
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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上
山
　
美
希 

さ
ん

烏
山
信
用
金
庫
茂
木
支
店

職
場
の
花

大瀬観光やな
芳賀郡茂木町大瀬 17

TEL：０２８５-６３-２８８５
FAX：０２８５-６３-３３４３

＝那珂川最大のやな＝

芳賀郡茂木町茂木 259
TEL.0285(63)1578 FAX.0285(63)1734

代表取締役　渡辺成行

　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
入
庫
。「
烏

山
信
用
金
庫
茂
木
支
店
」
に
て
、
窓
口
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
高
卒
で
入
庫
し

た
当
初
は
、
戸
惑
う
事
や
分
か
ら
な
い
事

が
ほ
と
ん
ど
で
、
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り

で
し
た
が
、
地
域
の
方
々
、
支
店
長
を
は

じ
め
職
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
よ
う

や
く
一
年
目
を
終
え
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
窓
口
は
支
店
の
顔
な
の
で
、
笑
顔

と
明
る
い
挨
拶
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
来

店
さ
れ
た
時
に
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。
趣
味
は
映
画
観
賞
で
、

休
み
の
日
に
は
、
一
人
で
映
画
を
見
に
行

く
こ
と
も
多
い
で
す
。
新
店
舗
で
も
、
今

ま
で
と
変
わ
ら
ず
多
く
の
人
に
利
用
し
て

頂
け
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

讃
岐
う
ど
ん
の
す
べ
て
に

強
い
コ
シ
が
？　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
　
藤
木 

順
平

　

新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
に
「
春
の
特
番
ー
ナ

ン
タ
ラ
カ
ン
タ
ラ
」
と
い
っ
た
番
組
が
目

に
つ
く
こ
ろ
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
印
象
で
は
、
旅
と
食
べ
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
気
が

す
る
。
そ
の
中
で
も
、
食
べ
物
に
関
し
て

は
「
讃
岐
う
ど
ん
」
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は〝
食

の
レ
ポ
ー
タ
ー
〟
と
称
す
る
人
が
、
何
と

か
の
一
つ
覚
え
の
よ
う
に
、
一
口
う
ど
ん

を
す
す
っ
て
「
う
ん
、
さ
す
が
讃
岐
う
ど

ん
、
コ
シ
が
強
い
で
す
ね
ー
！
」
と
い
う

や
つ
だ
。

　

手
元
に
『
新
・
讃
岐
う
ど
ん
入
門
』（
さ

ぬ
き
う
ど
ん
研
究
会
）
が
あ
る
。
そ
の
な

か
に
県
民
を
対
象
に
し
た
「
う
ど
ん
の
コ

シ
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
香
川

県
農
林
水
産
部
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
「
コ
シ
が
あ
り
、
少
し
硬
め
の
う
ど
ん

を
好
む
」
と
答
え
た
人
が
男
性
４
割
、
女

性
３
割
。「
コ
シ
は
あ
る
が
、
普
通
程
度

の
硬
さ
」
は
男
性
６
割
、
女
性
７
割
な
の

で
あ
る
。

　

レ
ポ
ー
タ
ー
が
強
調
す
る
ほ
ど
県
民

は
「
強
い
コ
シ
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。

讃
岐
う
ど
ん
歴
12
年
の
筆
者
の
経
験
で
も
、

コ
シ
の
あ
る
も
の
、
な
い
も
の
さ
ま
ざ
ま

だ
っ
た
（
す
べ
て
お
い
し
か
っ
た
！
）。

　

テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
「
ち
ょ
っ
と
待

て
！
」
と
か
「
な
ん
だ
っ
て
？
」
な
ど
と
、

突
っ
込
み
を
入
れ
る
の
は
必
要
な
こ
と
な

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
人
の
い
な
い
と

こ
ろ
で
…
。
面
倒
臭
い
奴
と
思
わ
れ
る
か

ら
ね
。

【
作
者
略
歴
】

　
藤
木
順
平
（
ふ
じ
き
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い
＝

本
名
・
藤
田
順
一
）　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ

イ
タ
ー
。
一
九
七
六
年
早
大
理
工
学
部
卒

業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
て
ん
ぷ
く
笑
芸
場
』
の
台

本
執
筆
勉
強
会
に
参
加
。日
本
テ
レ
ビ『
ア

メ
リ
カ
横
断
・
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
』
の
ク

イ
ズ
作
家
と
し
て
五
年
間
番
組
に
加
わ
る
。

芝
居
・
漫
才
の
台
本
・
コ
ン
ト
な
ど
を
執

筆
す
る
か
た
わ
ら
、
こ
と
わ
ざ
や
笑
い
を

通
じ
て
の
「
人
間
探
求
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
を
行
う
。
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
七

年
ま
で
㈱
エ
フ
シ
ー
ジ
ー
総
合
研
究
所
に

勤
務
、
労
働
組
合
な
ど
の
広
報
誌
向
け
に

雑
学
系
の
原
稿
執
筆
や
パ
ズ
ル
・
ク
イ
ズ

の
作
成
を
担
当
す
る
。
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知
っ
て
な
っ
と
く

○27

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
概
要

社
会
保
障

税
番
号
制
度
の
早
わ
か
り

　
　
税
務
関
係
書
類
へ
の

　
　
番
号
記
載
時
期
に
つ
い
て

法
人
番
号
に
つ
い
て

◯　

社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

◯　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
個
人
番
号
・

法
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
1
月

か
ら
順
次
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

◯　

税
分
野
で
は
、
申
告
書
や
法
定
調
書

な
ど
、
税
務
署
に
提
出
す
る
税
務
関
係
書

類
に
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
税
務
行
政
の
効
率
化
及

び
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

◯　

申
告
書
及
び
法
定
調
書
な
ど
を
提
出

す
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
税
務
関
係
書
類
に

個
人
番
号
や
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①　

所
得
税
：
平
成
28
年
1
月
１
日
の
属

す
る
年
分
以
降
の
申
告
書
か
ら

②　

法
人
税
：
平
成
28
年
1
月
1
日
以
降

に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
申
告
書
か

ら③　

法
定
調
書
：
平
成
28
年
1
月
1
日
以

降
の
金
銭
等
の
支
払
等
に
係
る
法
定
調
書

か
ら
（
※
）

④　

申
請
書
・
届
出
書
：
平
成
28
年
1
月

1
日
以
降
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
等
か
ら

（
※
）
法
定
調
書
の
対
象
と
な
る
金
銭
の

支
払
を
受
け

る
者
等
の
番

号
も
記
載
す

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◯　

法
人
番
号
は
、
13
桁
の
番
号
で
、
設

立
登
記
法
人
な
ど
の
法
人
等
に
１
法
人
１

つ
指
定
さ
れ
、
国
税
庁
か
ら
通
知
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
法
人
の
支
店
や
事
業
所
に
は

指
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

◯　

法
人
番
号
は
、
書
面
に
よ
り
通
知
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
設
立

登
記
法
人
に
つ
い
て
は
、
番
号
の
指
定
後
、

登
記
上
の
本
店
所
在
地
に
通
知
書
を
お
届

け
し
ま
す
。

◯　

法
人
番
号
は
個
人
番
号
と
は
異
な
り
、

原
則
と
し
て
公
表
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ
・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）0570-20-0178
　※ナビダイヤルは通話料がかかります。平日 9時 30 分〜 17 時 30 分（土日祝日・年末年始を除く。）
国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報
国税庁ホームページのトップページ下段の　　　　　　　　　をクリック
http://www.nta.go.jp/sonota/sonota/osirase/mynumberinfo/index.htm
最新情報は、随時更新していきますので、お知らせコーナーをご覧ください。

社会保障・税番号制度の詳細やお問い合わせは
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烏
山
信
用
金
庫

茂
木
支
店
　

有
限
会
社 

天
昇
堂

企 

業 

紹 

介

　

当
金
庫
茂
木
支
店
は
、
四
月
十
三
日
真

岡
鐵
道
茂
木
駅
前
に
新
築
移
転
い
た
し
ま

し
た
。

　

当
金
庫
は
、「
地
域
と
と
も
に
明
日
を

め
ざ
し
て
、
協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
。」
を
基

本
方
針
に
、
次
の
三
つ
を
経
営
方
針
と
し

て
い
ま
す
。
①
健
全
経
営
に
よ
り
適
正
な

利
益
を
確
保
し
、
会
員
・
地
域
社
会
へ
の

還
元
と
職
員
の
幸
福
増
進
を
目
指
し
運
営

す
る
。
②
全
職
員
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、

法
令
を
遵
守
し
、
誠
実
・
謙
虚
を
行
動
指

針
と
し
、
社
会
的
責
任
を
遂
行
す
る
。
③

よ
い
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
い
つ
も
新
し

さ
を
求
め
、
時
代
の
流
れ
に
遅
れ
ぬ
よ
う

前
向
き
に
努
力
す
る
。　
　

　

現
在
、
職
員
数
は
10
名
で
す
が
、
フ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
の
営
業
を
行
い
、
内
三
名
は

渉
外
係
と
し
て
、「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ　

ｔ
ｏ　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
」
を
大
切
に
、
毎
日
お
客
様
の

と
こ
ろ
に
足
を
運
び
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
信
用
金
庫
職
員
と
し
て
①
中

小
企
業
の
健
全
な
発
展
②
豊
か
な
国
民
生

活
の
実
現
③
地
域
社
会
繁
栄
へ
の
奉
仕
を

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
今
後
五
十
年
、
百
年

と
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
、
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、「
新
た
な
茂
木
支
店
」
を
よ

り
一
層
ご
支
援
、
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
昭
和
五
十
八
年
、
茂
木
町
に
開

業
し
た
葬
儀
社
で
す
。
現
在
芳
賀
地
区
に

五
店
舗
を
展
開
し
、
お
客
様
の
声
に
二
十

四
時
間
年
中
無
休
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。ま
た「
地

域
と
と
も
に
歩
む
」
こ
と
を
常
に
考
え
、

葬
儀
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
葬
祭

事
業
を
主
に
、
各
種

セ
レ
モ
ニ
ー
生
花
装

飾
事
業
、
相
続
・
終

活
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

事
業
、
セ
レ
モ
ニ
ー

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
事
業
、

葬
祭
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
事
業
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
会
葬
礼
状

作
成
事
業
、
一
般
区

域
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
（
霊
柩
限
定
）

で
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
人

と
人
と
の
健
全
な
お

付
き
合
い
を
通
し
て

豊
か
な
人
生
を
送
り

た
い
。
高
齢
化
が
進

む
今
日
で
も
、
な
か

な
か
そ
う
し
た
機
会

は
少
な
い
の
で
は
と
考
え
、
会
員
組
織
友

の
会
「
平
安
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
し
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
、
人
が

人
を
送
る
心
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
今
出
来
る
最
大
限
の

努
力
を
し
、
故
人
様
と
の
大
切
な
お
別
れ

の
ひ
と
と
き
を
、
心
を
込
め
て
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Before
A f t e r


